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• 

暁闇に非常訓練

一防火デー一

火災の発生しやすい時期を迎え、肱川町消防団では防火デーの12月1日、非常召集に

よる消防訓練を行いました。

霜暁の午前5時、大駄馬のきのこセンター付近の山林が火災の想定のもと、召集サイ

レンにより全分団と川上支署から、消防車6台・ 18 0人が出動しました。水利は艇庫

下のダムにとり、筒先までの 19 0 Omを2線の送水により、 1線に中継ポンプ5台、

ホース 10 5本の延長で放水、分団連携による迅速、的確な心強い訓練を行いました。

〔写真：ダム～艇庫～民俗資料館～保養センター～きのこセンターまでの長距離を延長

して勢いよく放水〕
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町民のうごき

人口 3,736人 (-3)
I 之

男 1, 8 1 3人 (-2)

女 1,923人 (-1)

世帯数 1l053幕（士0)

（昭和61年11月30日現在）
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砥⑲＆り 回 田：•, 〇 (2)

あ し‘ ま つ り
む
ら
お
こ

し
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
第
二
回
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
は
、
十
一
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
二
日
間
、

鹿
野
川
河
原
を
主
会
場
に
産
業
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に

わ
た
る
二
十
三
の
催
し
物
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

農
業
を
テ
ー
マ
と
し
た
農
林
会
館
の
会
場
で
は

「肱

川
は
何
で
も
で
き
る
か
ら
特
産
品
が
育
た
な
い

」
と
言

わ
れ
る
こ
と
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
品
質
第
一
級
の
穀

類
・
野
菜
・
果
物
な
ど
が
出
品
さ
れ
、
ま
た
、
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
や
栗
の
栽
培
技
術
の
要
点
も
、
わ
か
り
や
す

い
図
表
、
写
真
で
展
示
、
生
産
者
へ
の
指
針
と
な

っ
て

い
ま
し
た
。

林
業
の
コ
ー
ナ
ー
（
河
原
）
で
は
優
良
品
種
の
ス
ギ

の
見
本
幼
木
や
、
間
伐
材
利
用
の
三
角
木
組
立
の
家
等
が

展
示
さ
れ
、
林
業
経
営
者
の
注
目
を
あ
つ
め
ま
し
た
。

露
天
市
に
は
、

川
上
商
工
会
の
二
十
店
の
テ
ン
ト
が

張
ら
れ
、
自
動
車
・
農
機
具
・
衣
料
・
食
料
品
等
が
並

衿科ぷ俎恥、1

漬•菓子など52点が出品されました。いつか
町の特産品として脚光を浴びるものがあるかも・'o

べ
ら
れ
、
露
店
な
ら
で
は
の
気
や
す
い
買
物
風
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
と
く

に
西
海
町
福
浦
青
年
団
が
、
特
別
出

張
し
て
海
産
物
店
を
開
き
、
市
は
一
層
充
実
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
大
声
大
会
や
綱
引
き
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
も

新
し
く
加
わ
り
、
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し

こ
。
t
 ま
つ
り
は
、
ま
だ
二
回
目
を
か
ぞ
え
た
ば
か
り
で
反

省
点
も
あ
り
ま
す
が
、
農
林
業
に
よ
る
所
得
増
大
を
い

か
に
す
る
か
、
特
産
品
を
ど
う
育
て
る
か
、
商
工
業
を

い
か
に
振
興
さ
せ
る
か
、
主
催
者
の
企
画
に
は
こ
れ
ら

の
課
題
追
求
に
積
極
的
な
意
欲
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し

こ
。
t
 この
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
の
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
が
、
あ

ら
た
な
ね
り
と
な
っ
て
、
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り

の
活
力
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲幸運をつかむもちまき大会には沢山の人が……

づ

▲アイドル歌手登場のビデオには中学生がくぎづけ ▲人形・竹かこ・しめ飾りなどお年寄りの手づくり品もよく売れました



(3)⑮。⑲＆ 詞

▲三角木の組み合せで広さが自由になる家・三角木

39個で完成。山小屋・物置・車庫に利用できます。

a 

第 2
 
回 ふ

0 

れ

►

綱
引
大
会
に
は
老
若
男
女
一

て
オ
ー
エ
ス
の
大
合
唱

二

0
人
が
参
加
し

►

健
康
食
品
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
レ
ー
（
大
麦
粉
）
の
パ
ン

や
菓
子
の
新
製
品
も
売
行
き
好
調
で
し
た
。

◄

優
良
杉
品
種
七
年
生
の
見
本
木
。
湿
気
の
多
い
日
本
で
は
木
造
建
築
が
最
適
と
い
わ
れ

ま
す
。
長
期
的
視
野
で
造
林
に
と
り
く
み
た
い
も
の
で
す
。

▲シュークリームとトラマキを新しく作ったのだけど…。

後継者の若きお菓子屋さん。 ▲焼肉•お酒で楽しいお話o青年達に今、末来がはじまりました。



領疇

子供相撲大会成績表

小学生の部

匂ぷ9 了且 四醐(4)

区分岸年順位 選 手 名 参加数

団 4 1 正ぷ山閤小藤C腎チ棗ー岳ム本5覧宮田
年 22チーム

体 生 2 中昌4野年悟小冨•I永6チ聾ー松太ム下．清5年一松本
以 (66人）

戦 上 3 中半野震小環Aチ翠ー塁ム峠i花岡
3 1 和気 努 （中野小）

年
2 清水成仁（中野小） 2 1名

個
3 冨永大樹（中野小）

生 3 松本 淳（正山小）

4 1 藤原孝行（正山小）

年
2 沖田和宏（大谷小） 25名

3 稲田真人（中野小）

生 3 吉田十九錦 （正山小）
人
1 松本昌悟（中野小）5 

年
2 岩岡広志（大谷小） 1 8名

3 松本浩一（正山小）

生 3 山田耕士（正山小）

6 1 浅野誠司（予子林小）
戦
2 橋本孝博（予子林小） 25名
年
3 水沼剣生（大谷小）

生 3 前田正樹（中野小）

中学生の部

区分学年順位 選 手 名 参加数

団 全 肱川生弔中ニ久A保・チ田3ー年大ム柴介 肱川中1 本1 田.建2年一森
24チーム

体 A 子 肱川胃中知F閉チ塁ー誓ムパ
(72名）

2 薮 品盟池田
河辺中

戦 年 肱川年一中藤良13L）.1 チーム 8チーム
3 贔 '3璧薪嘔雷本 (2侶）

1 1 崎野幸彦（肱川中）

年
2 萬岡清茂（肱川中）

個 3 久保田大介 （肱川中） 3 5名

生 3 往見寿喜（河辺中）

2 1 竹本和弘（河辺中）

人 年
2 重岡将明（河辺中）

3 上川靖睦（河辺中） 38名

生 3 山本寛司（河辺中）

3 1 大森松寿（河辺中）

戦 年
2 寺岡信一（肱川中）

3 高橋昌由（河辺中） 3 3名

生 3 上甲美喜男 （肱川中）

川
上
地
区
の
子
供
た
ち
の
交
流
・

融
和
と
心
身
の
健
全
育
成
を
ね
ら
い

と
し
た
相
撲
大
会
は
、
小
春
日
和
の

十
一
月
二
十
三
日
に
小
学
生
、
小
雨

ー
と
な
っ
た
二
十
四
日
に
中
学
生
と
、

二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ぶつかる裸にt俵は熱気
ふれあいまつり子供相撲大会

子
ど
も
た
ち
は
素
っ
裸
に
マ
ワ
シ

を
き
り
り
と
し
め
て
、
沢
山
な
声
援

を
う
け
、
元
気
い
っ
ば
い
取
り
組
み

ま
し
た
。

両
日
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

うわてなげ見事に決まる (23日）

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
初
め
て
の
試
み

「わ
が
家
の
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
は
、
各
家
庭
に
埋
れ
て
い
る
お
ふ

く
ろ
の
味
五
十
二
点
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。

内
訳
は
う
り
・
梅
・
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

等
の
漬
物
類
が
二
十
一
点
、
佃
煮
・

干
し
わ
ら
び
等
の
保
存
食
品
類
が
十

七
点
、
や
ま
も
も
酒
・
か
り
ん
酒
な

ど
の
ワ
イ
ン
が
九
点
、
し
そ
揚
せ
ん

べ
い
・
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
菓
子
類
が

五
点
で
す
。

ど
の
食
品
も
、
各
家
庭
自
信
作
の
特

産
品
ば
か
り
で
、
六
人
の
審
査
員
は

苦
労
の
す
え
、
入
賞
を
次
の
と
お
り

と
し
ま
し
た
。

わ
が
家
の
特
産
品
展

肱
川
ワ
イ
ン
や
粕
漬
な

ど
五
十
二
点
の
出
品

0

町

長

賞

「
シ
ョ
ウ
ガ
の
砂
糖
著
」

大
塚
千
鶴
江
（
肱
栄
）
．

0

商
工
会
長
賞

「
ア
ー
モ
ン
ド
ク
ッ
キ
ー
」

浜
田
イ
ツ
ミ
（
瓜
生
谷
）

0

農
業
協
同
組
合
長
賞

「コ

ン
ニ
ャ
ク
」

石
尾
タ
ケ
コ
（
大
和
）

0

森
林
組
合
長
賞

「
し
い
た
け
佃
煮
」

森
岡
久
美
子
（
柳
）

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は

1
0
七
ホ
ー
ン

・

大
声
大
会

大
声
大
会
は
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
一
〇
二
名
の
出
演
が
あ
り

ま
し
た
。

西
海
町
の
青
年
達
も
自
慢
の
大
声

を
披
露
し
、
鹿
野
川
河
原
に
絶
叫
が

こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

昭
和
61
年
工
業
統
計
調
査

に
こ
協
力
く
だ
さ
い

審
査
の
結
果
、
次
の
方
が
大
声
の

チ
ャ
ン
ピ
ゴ
／ン
に
輝
き
ま
し
た
。

＊
 

大
人
の
部

(
1
0
七
ホ
ー
ン
）

上

森

山

森

田

未

光

子
ど
も
の
部

(
1
0
七
ホ
ー
ン
）

中

居

谷

吉

田

鈴

香

「ロ--］］了こ~＝＝ニー----_ー一輝ーニ一ーゴ

下町き‘い当 ＜票
さ選ま前用日 愛月未が
い挙すも務
°管°つで 仕

‘媛十来

理印て投事 県一つ
委鑑不票心知日 く
員を在で 事＾ る

史門喜：、言選旦 合
おて票い
越肱が人得
を挙 め

の ．-

通
商
産
業
省
で
は
、
わ
が
国
の
エ

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
工
業
統
計
調
査
及
び
石
油

等
消
費
構
造
統
計
調
査
を
十
二
月
―
―
―

十
一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

食
料
品
・
繊
維
・
木
材
・
土
石
製

品
な
ど
調
査
の
対
象
と
な
る
製
造
業

を
営
む
事
業
所
に
は
、
年
末
年
始
に

か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

町
内
の
担
当
は
、
山
下
渉
（
爪
生

谷
）
調
査
員
で
す
。



(5)賦疇 O 

民 生 児 童 委員名簿

昭和61年12月1日改選

氏 名 住所 新再任の別 担当地 区

西本喜和子 中居谷 新 中居谷

坂 件恵子 共 栄 新 嘉城・共栄

萬願寺睦江 道野尾 新 道野尾・山槌・協生

池田真市 汗 生 再
小畑井・萩野尾，汗生・
八重栗・上森山

兵頭芳一 大 和 II 大和・肱栄・小薮

福田 保 下鹿野川 II 中野・下鹿野川

山内清勝 上鹿野川 II 
上鹿野川 ・京造・見ノ越・
月野尾

久保正幸 白 石 新 白石・影地・広常

後藤 忠 大 平 II 久保・大平・大屋敷•森

福島春夫 菟野尾 再
下敷水・敷水・上敷水・
菟野尾

藤高エミカ 下嵯戦谷 II 
下嵯峨谷・上嵯峨谷・橡
の木瀬

宮田義盛 柳 II 
柳・郷・市之畦・爪生谷・
町・藤野原

宮田 静 中 津 II 小倉・中津

民
生
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神

を
も
っ
て
、
自
主
的
に
地
域
福
祉
の

増
進
に
努
め
る
と
共
に
、
そ
の
職
務

は
、
低
所
得
者
の
自
立
更
生
の
援
護
、

老
人
、
身
体
障
害
者
、
児
童
、
母
子
、

精
神
薄
弱
者
等
の
福
祉
の
向
上
及
び

公
的
社
会
福
祉
施
策
へ
の
協
力
等
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

最
近
に
お
け
る
社
会
情
勢
の
変
化
、

生
活
環
境
の
複
雑
化
、
家
庭
構
成
の

変
化
等
は
、
地
域
に
お
け
る
社
会
連

帯
意
識
の
希
薄
化
を
も
た
ら
し
て
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
中
で
、
地
域
に
お
け
る

福
祉
問
題
が
新
た
な
角
度
で
堤
起
さ

れ
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
は
、

在
宅
福
祉
を
中
心

と
し
た
地
域
福
祉
の
充
実
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
民

生
児
童
委
員
の
任
務
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
の
自
主
的
な
活
動
の
展
開

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
一
日
付
け

で
、
「
別
表
」
の
方
が
選
任
さ
れ
、

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
活
躍
さ

れ
る
こ
と
に
な
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
改
選
で
、
戒
野
智

恵
子
、
蔵
田
重
信
、
坪
田
益
子
、
沖

野
恒
―
―
-
、
森
田
充
一
氏
が
勇
退
さ
れ

ま
し
た
。

大
変
長
い
問
に
わ
た
り
、
ご
活
躍

を
頂
ャ

し
た
。

民
生
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
国
保
税

と
い
い
ま
す
）
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
を
納
税
義
務
者
と
い
い
、

そ
の
人
は
世
帯
主
で
す
。

た
と
え
ば
世
帯
主
が
勤
務
先
の
健

康
保
険
に
入
っ
て
い
て
、
国
保
の
被

保
険
者
で
な
く
て
も
、
家
族
の
だ
れ

か
が
国
保
に
加
入
し
て
い
れ
ば
世
帯

主
が
納
税
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
被
保
険
者
に
な
っ
た
月

か
ら
納
め
ま
す
。

被
保
険
者
に
な
っ
た
月
と
い
う
の

は
役
場
に
加
入
の
届
出
を
し
た
時
か

ら
で
な
く
、
職
場
の
健
康
保
険
を
や

め
た
時
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

た
り
し
て
住
み
は
じ
め
た
時
を
い
い

ま
す
。

国
保
税
の
決
め
方

国
保
税
の
額
は
、
そ
の
年
の
医
療

費
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の

く
ら
い
か
を
予
測
し
、
そ
の
額
か
ら

受
診
の
時
患
者
が
負
担
す
る
分
(
-
―
―

割
）
と
国
が
負
担
す
る
分
を
差
し
引

い
た
額
を
皆
さ
ん
へ
課
税
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
ぅ
に
国
保
税
の
額
は
医
療

費
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
か
ら
、

納
税
義
務
者
は
世
帯
主

国
保
の
運
営
は
被
保
険
者
の
高
齢

化
・
医
療
技
術
の
向
上
・
保
険
法
の

改
正
等
に
よ
り
医
療
費
の
支
出
が
年
々

増
大
す
る
中
で
、
健
全
な
国
保
運
営

に
努
力
し
て
来
ま
し
た
が
、
六
十
年

度
の
医
療
費
の
伸
び
が
予
想
以
上
に

大
き
く
、
六
十
一
年
度
に
は
国
保
税

率
の
引
上
げ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
の
よ
う
す
で
は
、
毎
年
若
干
の

引
上
げ
が
な
け
れ
ば
、
国
保
の
運
営

所得割額
あなたの世帯の前年度の収
入に応じて計算されます。

平等割額 1
収入に関係なく、どの世帯にも
同じ額を納めていただきます。

均等割額
国保に加入した人数に応じて、
1人いくらとして計算します。

資産割額
加入者の資産に応じて計算
します。

医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
当
然
国
保
税
も

ふ
え
る
わ
け
で
す
。

昭
和
六
十
年
度
に
皆
さ
ん
が
負
担

し
た
国
保
税
は
約
六
千
九

0
0
万
円

に
も
な
る
か
ら
お
ど
ろ
き
ま
す
。

実
際
に
、
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い

た
だ
く
国
保
税
額
は
、
収
入
の
多
い

人
に
は
多
く
、
少
な
い
人
に
は
少
な

＜
納
め
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
が
、

基
本
的
に
は
次
の
よ
う
な
項
目
で
算

出
さ
れ
ま
す
。

国
保
税
は
納
期
内
に

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

国
保
税
は
安
心
料

健
康
な
人
は
、
国
保
税
は
高
い
と

感
じ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
高
い
か

安
い
か
の
う
け
と
め
方
は
、
お
金
を

納
め
る
見
返
り
と
し
て
ど
ん
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

万
一
、
病
気
に
な
っ
た
と
し
て
も

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
と
い

う
意
味
で
、
い
う
な
れ
ば
国
保
税
は

安
心
料
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

国
保
税
は
、
集
合
税
の
中
で
年
問

十
回
に
分
け
て
収
め
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
国
保
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
が
納
め
な
か
っ
た
り
し

ま
す
と
、
負
担
の
公
平
と
い
う
面
か

ら
見
て
も
大
き
な
問
題
で
す
。

国
保
税
は
、
必
ず
納
期
内
に
納
め

て
、
国
保
を
さ
さ
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

国民健康保険の税率
(61年度）

税率

所 得 割 100分の4.6

平等割 (1世帯） 24,500円

均等割（被保倹者1人分） 13,600円

資 産 割 100分の46

最高限度額 370,000円

は
む
つ
か
し
い
状
態
で
す
。
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肱
川
町
内
に
は
約
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
の
た
け
の
こ
生
産
を
目

的
と
し
た
モ
ウ
ソ
ウ
竹
林
が
あ
り
、
昭
和
六
十
年
度
は
約
七
十
七
卜

ン
が
農
協
へ
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
モ
ウ
ソ
ウ
竹
林
は
一
部
を
除
い
て
あ
ま
り
管
理
が
充
分
で

あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
中
に
は
た
い
へ
ん
立
派
に
竹
林
の
管
理

を
し
生
産
を
上
げ
て
い
る
農
家
が
あ
り
ま
す
。

去
る
十
一
月
二
十
六
、
二
十
七
日
の
両
日
松
山
市
で
第
二
十
七
回

全
国
竹
の
大
会
が
、
全
国
の
竹
、
た
け
の
こ
生
産
者
、
流
通
加
工
業

者
、
行
政
、
各
団
体
の
関
係
者
な
ど
多
数
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
県
内
の

「
モ
ウ

ソ
ウ
竹
林
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
が

あ
り
、
肱
川
町
か
ら
出
品
さ
れ
た
汗
生
の
池
田
真
市
さ
ん
の
竹
林
が
、

二
十
六
項
目
の
審
査
で
高
い
評
点
を
う
け
見
事
三
等
賞
に
入
賞
し
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
に
も
こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
竹
林
が
あ
り
ま
す
の
で
、
良

い
た
け
の
こ
生
産
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
よ
り
多
く
の
生
産
を
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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`̀
｀̀

が
、
多
年
に
わ
た
る
社
会
福
祉
功
労

者
（
家
庭
奉
仕
員
）
と
し
て
、
愛
媛

II

表
彰
“

社

会

福

祉

・

共

同

募

金

県

知

事

よ

り

表

彰

を

受

け

ま

し

た

。

各

功

労

で

西

田

・

三

井

又

、

町

連

婦

人

会

長

の

三

井

芳

江

さ

ん

の

お

二

人

さ

ん

が

、

共

同

募

金

奉

仕

功

労

者

と

十
一
月
十
七
日
、
愛
媛
県
民
文
化
し
て
、
愛
媛
県
共
同
募
金
会
長
よ
り
、

会
館
で
、
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

さ

れ

、

そ

の

席

上

に

お

い

て

、

町

社

今

後

お

二

人

方

の

、

な

お

一

層

の

協
の
家
庭
奉
仕
員
西
田
千
代
子
さ
ん
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

手入れの行届いた池田さんの竹林

匹 (6)

池田さんのモウソウ竹林が人賞

県竹林コンクール

‘.l 

）

会

名

員

，
＇
、
名2
4

委

（

口

例定

閃

（

構

理

）

代

名

長

機会

会

長

ー

員

会

（

[；業
ー頁:

農

農
業
委
員
会

【委員構成】

公選委員 10名

農業共同組合推薦委員 l名

農業共済組合推薦委員 0名｝計 14名
議会推薦委員 3名

農業委員及び担当地区一覧表

農
業
委
員
会
は
農
業
生
産
力
の
向

上
と
農
業
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、

農
家
の
地
位
の
向
上
に
寄
与
す
る
た

め
昭
和
二
十
六
年
に
農
業
委
員
会
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
翌
年
か

ら
活
動
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
農
業
委
員
会
の
組
織

農
業
委
員
会
は
委
員
十
四
名
と
事

務
局
二
名
で
左
図
の
通
り
で
す
。

◎
農
業
委
員
会
の
仕
事

一
、
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

務①

農
地
法
そ
の
他
の
法
令
に
よ

り
そ
の
権
限
で
処
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
農
地
の
利
用
関
係

の
調
整
、

た
と
え
ば
農
地
の
所
有
権
移

転
の
許
可
、
農
地
転
用
の
審
査

及
び
農
用
地
利
用
増
進
法
に
関

す
る
町
が
定
め
た
利
用
増
進
計

画
の
決
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

②

土
地
改
良
法
や
そ
の
他
の
法

令
で
農
地
等
の
交
換
分
合
な
ど

任期(S59.7. 20~S62. 7. 19. l 

番号 氏 名 担当地区名

1 山 下光幸
下嵯峨谷・上嵯峨谷・
菟野尾・橡の木瀕

小畑井・萩野尾・汗
2 土 居 哲雄 生・道野尾・上森山 ・

八重栗

3 森本恒 男
下敷水・敷水・上敷
水

4 西山 光晴 嘉城・中居谷

5 山 下道教 爪生谷•町・藤野原

6 福 山 保 山槌．協生・共栄

7 畑 山 利夫 小倉・中津

8 楠野仁志 肱栄・大和・ 中野

下鹿野川 ・上鹿野川 ・， 亀 田 元市 京造・月野尾・見の
越

10 兵頭達行 大屋敷•森

11 石 田 保 柳・郷・市之畦

12 森 繁夫 白石・影地・広常

13 
〔会長職務代理〕

小薮
北 本登

14 叉7長宮〕 忠雄 久保・大平

ー
そ
の
組
織
と
役
割
ー

T（
 

は
農
業
委
員
会
の
同
意
が
必
要

で
す
が
、
そ
れ
を
求
め
ら
れ
た

場
合
の
処
理
。

③

そ

の

他

農

業

委

員

会

に

ま

か

さ
れ
た
事
務
。

二
、
処
理
で
き
る
事
務

①

農

地

等

の

利

用

関

係

に

つ

い

て
の
あ
っ
せ
ん
及
び
争
議
防
止
、

た
と
え
ば
労
力
不
足
で
農
地
を

貸
し
た
い
人
が
あ
っ
た
場
合
、

農
業
委
員
会
に
そ
の
土
地
の
あ
っ

せ
ん
申
し
込
み
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
委
員
会
は
借

り
た
い
農
家
に
そ
の
土
地
の
あ
っ

せ
ん
を
行
い
ま
す
。
ま
た
農
地

間
の
境
界
の
も
め
ご
と
な
ど
も

申
し
込
み
が
あ
り
次
第
仲
介
の

処
理
を
行
い
ま
す
。

②

農
地
等
の
交
換
分
合
の
あ
っ

せ
ん
、
そ
の
他
農
地
事
情
に
関

す
る
こ
と
。
こ
の
交
換
分
合
と

は
、
二
戸
以
上
の
農
家
が
通
作

距
離
や
土
地
の
形
状
な
ど
で
お

互
い
に
交
換
し
た
方
が
耕
作
を

す
る
の

に
有
利
に
な
る
よ
う
な

場
合
、
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
交
換

の
あ
っ

せ
ん
を
行

い
ま
す
。

③

農

業

及

び

農

村

に

関

す

る

振

．

興
計
画

の
樹
立
及
び
実
施

の
推

進
に
関
す
る
こ
と
。

④

農

業

技

術

の

改

良

、

農

作

物

の
病
虫
害
防
除
、
そ
の
他
農
業

生
産
の
増
進
、
農
業
経
営
の
合

理
化
及
び
農
家
の
生
活

の
改
善

に
関
す
る
こ
と
。

⑤

農

業

生

産

、

農

業

経

営
及
び

農
家
の
生
活
に
関
す
る
調
査
及

び
研
究
。

⑥

農

業

及

び

農

家

に

関

す

る

事

項
に
つ
い
て
の
啓
も
う
及
び
宣

伝。

[
―
-
、
そ
の
他
農
業
委
員
会
は
、
農
家

の
意
見
を
公
表
し
、
他
の
行
政
庁

に
建
議
（
希
望
意
見
を
申
し
の
ベ

る
こ
と
）
し
、
又
は
そ
の
諮
問

に

応
じ
て
答
申
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
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昭和61年度共同募金（赤い羽根）
受入状況（単位円）
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地 区 名 募 金 額
‘/Jヽ 畑 井 3,165円
萩 野 尾 2,664円

汗 生 15,850円

道 野 尾 6,620円

上 森 山 8,620円
ノ＼ 重 栗 4,770円
山 槌 10,770円

協 生 11, 770円

嘉 城 11, 090円

共 栄 14,400円

中 居 谷 22,950円

白 石 7,650円
影 地 7,998円

広 常 16,590円

久 保 15,470円

大 平 13, 140円

大 屋 敷 8,257円

森 4,690円
肱 栄 ＇ 5,160円

大 和 16,080円

中 野 31,207円
／」ヽ 薮 21,961円

下鹿野川 25,707円

上鹿野川 31,578円

尽＇ 担‘牛 2,100円

見 の 越 2,760円

月 の 尾 6,400円
下 敷 水 7,890円
敷 水 9,800円

上 敷 水 2,834円
下嵯峨谷 5,665円

II 1,350円

上嵯峨谷 6,950円
菟 野 尾 6,240円
橡の木瀬 1,290円

柳 9,260円

郷 8,980円

市 之 畦 6,510円

爪 生 谷 7,360円
町 12, 100円

藤 之 原 9,030円

小 倉 2,580円
中 津 12, 100円
メロ 計 439,356円

区 分 実績額

戸別募金 439,356円

街頭募金 71,174円

学校募金 110, 455円

職場募金 6,614円

大口募金 125,000円

合計 752,599円

共
同
募
金
（
赤
い
羽
根
）
運
動
は

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
一
ヶ
月
問
実

施
し
ま
し
た
が
、
戸
別
募
金
（
封
筒

募
金
）
・
街
頭
募
金
・
学
校
等
職
場

募
金
・
大
口
募
金
等
、
多
大
な
ご
支

援
、
心
温
ま
る
慈
善
の
寄
附
金
に
よ

り
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

募
金
は
、
寝
た
き
り
や
独
り
暮
し

の
お
年
よ
り
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

障
害
者
へ
の
援
助
、
施
設
や
長
期
療

養
者
へ
の
お
見
舞
等
、
恵
ま
れ
な
い

方
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

共
同
募
金
の
結
果
は
、
別
表
の
と

お
り
で
す
。

共
同
募
金
運
動
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ょ
わ
か
ぢ
あ
う
幸
せ
赤
い
羽
根
“

昭
和
六
十
一
年
度
、
肱
川
町
合
同

結
婚
式
が
十
一
月
十
九
日
町
公
民
館

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
昭
和
十

一
年
に
結
婚

さ
れ
た
六
組
の
ご
夫
婦
が
、
め
で
た

く
結
婚
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

こ。t
 記念
式
は
町
主
催
で
厳
粛
に
行
い

結
婚
五
十
周
年
を
祝
福
し
ま
し
た
。

当
日
は
記
念
撮
影
、
踊
り
、
唄
な

ど
盛
り
沢
山
な
催
し
を
行
い
、
喜
び

や
苦
し
み
の
五
十
年
を
振
り
返
り
、

そ
の
長
寿
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

六組がめでたく金婚式

肱川町鋲胴金婚式

常

中徳兵岡兵 樽
居本頭本頭川

ズ壽 キ義 ジ数、ン嘉 照重笹武 々
コ愛子教ヱ馬ヱ通亀清子 久←

6組のこ夫婦と参列者で記念撮影

―心くれ疇の西〉岱一-

i0[［［O闘冒／ll]島訃しい てで け恵 生ケ
月ん

いや きはtまま 豊さん(37歳） 月ん思明 °リおん朝たや
いる ］歌で早 °ん

旭さん

贔瓜 まーい｝れお母さん 悶........ まい はがいく にお母さん

っ し緒じ iま 多鶴さん(29歳）谷 す。子 20大まか 付八重子さん

‘‘-＼ヽ

゜小 ゜小 ゜
0

広

薮 薮
森

0

大
屋
敷 常
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肱川ふれあいまつリ盛大に開催される

作物品評会

盛況のうどんコーナー

大
谷
小

大
谷
小

正
山
小

正
山
小

中
野
小

中
野
小

中
野
小

四
年
六
年
四
年
五
年
三
年
三
年
四
年

第
二
回
、
肱
川
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
が
、
去
る

十
一
月
二
十
三
日
、
ニ

十
四
日
の
両
日
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
協
で
は
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
演
芸
会
、
農

作
物
品
評
会
、
う
ど
ん

食
い
放
題
、
ら
く
れ
ん

コ
ー
ナ
ー
、
農
機
具
展

示
会
、
タ
イ
ヤ
展
示
会
、

焼
肉
、
各
種
店
頭
市
等

の
催
し
を
行
い
、
盛
況

の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し

こ。t
 各催
し
の
入
賞
者
を

以
下
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

ス
ミ
ェ

（米）一
等
二
等
―――等

（栗）一

等

大

森

二

等

台

本

三

等

亀

田

（
そ
の
他
）

一
等渡
辺
弘
務
（
ゆ
ず
）

渡
辺
ス
ミ
ェ
（
か
ぶ
）

万
願
寺
清
（
ブ
ロ

ッ
コ
リ
）

二
等渡
辺

肱

中

大
谷
小

大
谷
小

大
谷
小

大
谷
小

大
谷
小

正
山
小

中
野
小

中
野
小

大
谷
小

（
大
根
）

カ
ラ
オ
ケ
大
会

一

位

森

岡

一

男

二

位

上

石

ユ

リ

子

三

位

藤

井

正

喜
代
衛

治
雄
元
市

中
居
久
保
大
森

善
信
長
利
喜
代
衛

農
作
物
品
評
会

中
居
喜
代
光
（
バ
レ
イ
シ
ョ
）

土
居
哲
雄
（
生
シ
イ
タ
ケ
）

万
願
寺
亀
次
（
キ
ュ
ウ
リ
）

渡
辺
茂
雄
（
ゆ
ず
）

三
等台
本
治
雄
（
ギ
ン
ナ
ン
）

中
野
藤
太
郎
（
小
豆
）

土
居
哲
雄
（
か
ぶ
）

土
居
貞
丸
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）

岡
春
雄
（
キ
ャ
ベ
ツ
）

山
本
雅
憲
（
キ
ウ
イ
）

森
繁
夫
（
レ
タ
ス
）

橋
本
英
機
（
柿
）

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
行
な
わ
れ
た
子

供
工
作
展
に
は
、
小
・
中
学
校
よ
り
、

二
百
四
点
が
出
品
さ
れ
、
審
査
委
員

会
に
よ
り
、
次
の
方
が
、
入
賞
致
し

ま
し
た
。

町
長
賞神

井

知

子

岩

岡

広

志

吉
田
十
九
錦

教
育
長
賞
森
本
由
加
里

新

誠

樹

西

山

昌

博

木
村
ゆ
う
き

藤

川

愛

森
林
組
合
長
賞

水

沼

佳

寿

沖

田

和

宏

冨

永

篤

水

沼

剣

生

高
田
か
お
り

兵

頭

知

栄

中
岡
佳
奈
枝

山

内

千

恵

冨

永

順

子

堀

尾

明

希

努
力
賞宮
川

雅

光

清
水
ひ
と
み

桜
田
い
づ
み

崎

野

美

保

武

田

将

晃

冨

永

大

樹

堀
井
勇
一

五五四五六六六四四三
年年年年年年年年年年

肱

中

大
谷
小

岩
谷
小

中
野
小

中
野
小

一
年
六
年
六
年
五
年
六
年

肱

中

大
谷
小

正
山
小

三
年
五
年
四
年

藤
川
滝
本

特
別
賞予
子
林
小
学
校

岩
谷
小
三
年
・
四
年

忍
順
子

中
野
小

中
野
小

四
年
六
年

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

f
ど
も
I
作
辰
ぃ
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゜61年産栗出前終r-61年産栗の反省と今後一
（表 I)
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数
量

(
t
)

61年産くり集荷量と単価の推移

D 
数単
量価

昭
和
六
十
一
年
産
の

栗
出
荷
は
、
八
月
二
十

七
日
か
ら
始
ま
り
、
十

月
二
十
七
日
を
も
っ
て

終
了
し
ま
し
た
。
本
年

度
は
、
一
部
カ
ッ
ラ
マ

ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
被

害
が
見
ら
れ
た
圏
も
あ

り
ま
し
た
が
、
全
体
的

に
着
毬
も
よ
く
、
病
害

虫
も
少
な
く
、
目
標
を

超
え
る
生
産
量
と
な
り

ま
し
た
。

出
荷
量
は
、
当
初
目

標
（
五

0
0
t
)
の
一

-
0％
で
、
五
五
三

t
、

昨
年
対
比
一
五
七
％
で

し
た
。

8/31 9/510 15 20 25 3010/510 15 20 25 28 

―

―

―

`
 

6
0
0
5
0
0
4
0
0
3
0
0
2
0
0
1
0
0
 

単
価
（
円
／
kg）

（表 II) 61年産くり階級別単価の推移

3L 

8/319/5 10 15 20 25 3010/510 15 20 25 28 

価
格
面
で
は
、
九
月
中
旬
ま
で
は

ほ
ぼ
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
九

月
二
十
日
頃
か
ら
下
げ
は
じ
め
、
九

月
下
旬
！
十
月
上
旬
に
は
、
大
暴
落

と
な
り
、
十
月
中
下
旬
に
は
少
し
尻

上
り
し
た
も
の
の
、
結
局
キ
ロ
当
り

二
七
六
円
（
生
産
者
払
い
二

0
七
円
、

昨
年
対
比
七
五
％
）
と
予
想
以
上
の

安
値
と
な
り
ま
し
た
。

大
き
な
原
因
は
、
ご
承
知
の
通
り
、

韓
国
産
の
ム
キ
栗
の
大
量
輸
入
に
よ

り
、
加
工
用
栗
の
出
荷
が
大
幅
に
減

少
し
、
市
場
に
集
中
し
た
た
め
で
す
。

肱
川
町
の
栗
の
課
題

ひ
と
つ
め
は
、
表

I
で
見
て
い
た

だ
く
と
わ
か
る
通
り
、
肱
川

の
栗
は

好
価
格
で
取
引
き
さ
れ
る
早
生
の
栗

単
価
（
円
／
kg）

0

0

 

0

0

 

4

3

 

200 

100 

2L 

L 

が
少
な
く
、
安
値
の
中
・
晩
生
種
に

そ
の
出
荷
量
が
集
中
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
積
極
的
に
早
生
へ
の

切
り
換
え
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

ふ
た
つ
め
は
、
小
玉
化
傾
向
に
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
表

Il.
m
で

見
て
い
た
だ
く
と
わ
か
る
通
り
、
い

く
ら
安
値
と
は
い
え
、

3

L
で
は
平

均
キ
ロ
当
り
四
二

0
円
と
好
価
格
で
す
。

特
に
今
後
は
、
ま
す
ま
す
小
玉
と
大

玉
の
価
格
差
は
大
き
く
な
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
小
玉
は
売
れ
な
い
状
況

も
予
想
さ
れ
ま
す
。
整
枝
せ
ん
定
・

肥
培
管
理
の
徹
底
で
大
玉
生
産
に
カ

を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
農
協
で
も
せ
ん

定
講
習
を
ず
い
時
予
定
し
て
お
り
ま

す

の
で

ご
参
加
下
さ
い
。

肱川農協農機具展示即売会

日時

場所

1月23日（金）・ 24日（土）
午前9時～午後5時

肱川農協農機具センター・

農機具センター横広場

展示機種 トラクター・田植機・テイラー

管理機 ・ハーベスター ・バイン

ダー・クローラ車 ・防除機・

チェンソー・刈払機 ・小物商品他

（表皿） 階級別出荷数量と単価

＼ 3 L 2 L L M s 

数 量 (t) 90 217 154 56 11 

割 合 （％） 17 41 29 1 1 2 

単 価 （円／槌） 420 312 220 150 99 

Mを100とした 280 208 147 100 66 
ときの単価
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山
を
作
る
た
め
の
主

な
作
業
に
は
、
植
付
け
・

下
刈
り
・
つ
る
切
り
・

除
伐
・
間
伐
・
枝
打
ち

等
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
植
付
け

か
ら
除
伐
ま
で
の
作
業

は
程
度
の
差
は
あ
り
ま

す
が
、
一
千
万
円
の
山

で
も
、
百
万
円
の
山
で

も
、
多
く
の
人
は
皆
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

つ
ま
り
値
の
高
い
山

も
、
安
い
山
も
、
基
本

的
な
作
業
（
投
資
）
は

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

し
、
附
加
価
値
を
付
け

る
の
は
間
伐
で
あ
り
、

枝
打
ち
で
あ
り
ま
す
。

苦
労
し
て
植
林
を
し
、

暑
い
中
で
の
下
刈
り
が

済
め
ば
も
う
大
丈
夫
。

ほ
っ
て
お
い
て
も
木
は

大
き
く
な
っ
て
金
に
な

る
。
そ
れ
で
は
百
万
円

に
も
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
苦
労
し
た

の
で
す
か
ら
、
も
う
少

し
頑
張
っ
て
間
伐
や
枝

打
ち
を
す
る
こ
と
で
、

二
百
万
円
に
も
、
三
百

写
真

1

四
E
'
R

国
~

万
円
に
も
す
る
方
が
い
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
。
や
ら
な
い
人
は
何
の
た
め

に
苦
労
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
大
変

損
を
し
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

枝
打
ち
は
若
い
時
か
ら
計
画
的
に

実
施
し
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
問
伐
は
今
し
な
い
と
効
果
の
な

い
山
が
多
く
あ
り
ま
す
。

間
伐
の
時
期
の
判
断
の
方
法
に
は

樹
高
と
本
数
か
ら
判
断
す
る
方
法
や
、

簡
単
な
も
の
で
は
、
林
内
の
植
物
を

見
て
判
断
す
る
等
様
々
で
す
が
、
樹

写
真

2

冠
の
状
態
を
見
て
も
、

に
な
り
ま
す
。

ま
ず
林
内
へ
行
き
ま
し
て
、
樹
冠

の
状
態
が
「
写
真
1
」
程
度
な
れ
ば

そ
ろ
そ
ろ
間
伐
の
準
備
を
し
て
下
さ

い
。
「
写
真
2
」
で
す
と
急
い
で
間

伐
を
し
て
下
さ
い
。

肱
川
町
の
多
く
は
「
写
真
2
」
以

上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
一

度
山
へ
行
っ
て
判
断
し
み
て
下
さ
い
。

一
応
の
目
安
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今
年
度
の
夏
秋
き
ゅ
う
り
の
優
良

事
例
を
見
て
も
、
第
一
は
土
づ
く
り

が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

土
づ
く
り
の
方
法

第
一
は
、
有
機
質
の
施
用

第
二
は
、
深
耕
を
す
る
。

第
一
二
は
、
排
水
を
よ
く
す
る
（
特

に
水
田
は
重
要
と
な
る
）

切

こ

の

三
つ

の
条
件
が
揃
っ
て
い
な

森
い
と
、
長
期
収
穫
（
百
日
以
上
）
と

滋

高

収

量

(+a当
り
十

t
以
上
）
は

得
ら
れ
な
い
。

oo 
有
機
質
の
施
用

日

有
機
質
に
は
、
ワ
ラ
、
山
野
草
、

落
葉
な
ど
の
堆
肥
、
牛
豚
の
家
畜
堆

肥
、
鶏
ふ
ん
等
が
あ
る
が
、
シ
イ
タ

ケ
ほ
た
木
の
廃
材
も
貴
重
な
材
料
で

あ
る
。こ
れ
の
有
機
質
は
完
全
醗
酵
を
し

た
も
の
を
、
よ
く
土
と
馴
染
ん
で
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

き
ゅ
う
り
（
果
菜
類
は
す
べ
て
）

を
定
植
時
に
未
醗
酵
の
も
の
を
施
用

し
て
い
る
と
、
生
育
期
問
に
醗
酵
ガ

ス
に
よ
っ
て
、
根
の
障
害
を
起
し
、

果
実
の
変
形
果
、
芯
ど
ま
り
等
の
障

害
で
苦
労
す
る
。

わ
ら
、
山
野
草
、
落
葉
が
完
全
醗

酵
す
る
に
は
堆
積
し
て
三
ヶ
月
と
さ

a 

夏
場
野
菜
は
冬
の
土
づ
く
り

れ
て
お
り
、
オ
ガ
ク
ズ
堆
肥
は
六
ケ

月
以
上
も
か
か
り
ま
す
。

有
機
質
が
土
と
馴
染
む
の
は
一
ケ

月
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
の
期
間
に
堆
積
し
て
醗
酵
さ
せ

土
と
よ
く
馴
染
ま
せ
て
お
く
事
が
大

切
で
す
。

第
二
に
、
深
耕
で
す
が
、
耕
土
は

深
い
程
根
の
張
り
が
よ
く
な
る
の
で

冬
期
に
荒
耕
起
し
て
膨
軟
に
す
る
。

第
三
に
、
排
水
で
あ
る
が
、
特
に

水
田
で
は
排
水
に
注
意
す
る
。

夏
場
に
灌
水
す
る
場
合
、
水
田
は

灌
水
す
る
の
に
容
易
で
あ
る
た
め
、

水
田
の
夏
秋
き
ゅ
う
り
を
堆
奨
し
た

い
。
し
か
し
、
排
水
不
良
の
た
め
根

ぐ
さ
れ
と
な
る
の
で
、
排
水
不
良
水

田
は
冬
期
に
暗
渠
排
水
を
す
る
。

以
上
の
事
柄
を
春
ま
で
に
作
業
を

進
め
、
下
層
土
深
く
土
づ
く
り
を
し

て
お
く
の
が
、
商
品
質
高
収
量
を
あ

げ
る
条
件
づ
く
り
と
な
り
ま
す
。

作
づ
く
り
は
、
人
づ
く
り
、
土
づ

く
り
が
第
一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
や
る
気
を
お
こ
し
て
実
行

し
て
下
さ
い
。

§
s
`
 

水
61年
産
米
の
反
省
と
来
年
の
栽
培

計
画
を
米
の
出
荷
を
終
え
一
段
落
の
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
の
う
ち
に
栽
培
期
問

中
の
肥
培
管
理
を
振
り
返
っ
て
、
来

年
の
栽
培
計
画
を
樹
て
ま
し
ょ
う
。

大 洲 の 気

象

年度
5 月 8 月 6 月 9 月 7 月 1 0 月

項 目
上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下

平均気温 平年17.5 18.6 20.6 22.0 23. 1 24.5 26.2 26.9 27.9 27.9 27.9 27.0 25.9 23.4 22.0 19.5 18.5 15.2 

（度） 5 1 17. 7 17. 7 17.6 20. 7 21. 7 23.6 22.9 26.3 26.8 25.5 27.2 25.9 25.0 21. 4 19.6 18. 1 14.3 13.0 

降水量 平年43.1 66.3 50.2 60.6 69.2 140. 85.3 99.6 56.0 56.6 46.5 82. 7 92.8 32.5 91. 8 45.4 60. 7 18.3 

r mm) 61 75.0 119. 31. 0 0.0 94.0 198. 98.0 86.0 1.0 14.0 9.0 44.0 42.0 62.0 3. 0 0.0 0.0 56.0 

日照時間 乎年573§ 61. 5 69.0 59.2 40. 7 39.9 56.6 54.5 75.0 67.0 64.8 62.6 55.4 50.1 37.0 46. 7 50.8 49.9 

（時間） 61 54.4 62.4 63.5 91. 0 58.1 34.5 37. 7 45.5 101. 93.4 88.9 76.0 68.8 26.5 75.9 66.6 77.2 43. 1 

本
年
は
、
定
植
後
の
低
温
に
よ
り

稲
穂
が
少
な
く
、
ま
た
出
穂
後
の
低

温
に
よ
り
登
熟
が
悪
く
、
成
熟
が
遅

く
れ
、
青
米
、
腹
白
米
な
ど
の
未
熟

粒
が
多
く
、

品
質
、
収
量
が
悪
か
っ

た
水
田
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

今
一
度
落
水
期
間
、
刈
り
取
り
時

期
が
早
く
な
い
か
検
討
し
て
下
さ
い
。

肱
川
町
の
米
の
出
荷
等
級
は
、

60

年
度
割
合
が
一
等
米

8
8
%
、
二
等
米

1
1
%
、
三
等
米
1
％
で
あ
っ
た
が
、

本
年
は

11
月
末
日
現
在
で
、
一
等
米

4
9
%
、
二
等
米

4
6
%
、
三
等
米

5
%

で
あ
っ
た
。

気
候
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
本

年
で
も
、
深
耕
、
有
機
物
の
施
用
な

ど
の
土
づ
く
り
に
努
め
た
水
田
で
は
、

昨
年
に
劣
ら
な
い
、

品
質
、
収
量
を

上
げ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
今
か

ら
土
づ
く
り
に
努
め
て
、
稲
作
の
基

本
技
術
を
励
行
し
て
、
良
い
米
を
安

定
し
て
収
穫
で
き
る
よ
う
に
、
計
画

を
樹
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
大
玉
多
収
生
産
の
第
一
歩
と
し
て

適
正
施
肥
が
、
重
要
と
な

っ
て
き
ま

す
。
特
に
、

元
肥
は
、
雌
花
の
着
生

を
よ
く
し
、
樹
勢
を
強
く
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
元
肥
と
し
て
1
ー

2
月
に

え
ひ
め
の
く
り
肥
料
を
1
0
a
当
り
70

kg
施
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
ケ
イ
フ

ン
も

200
kg
以
上
施
し
て
下
さ

い。

防
除
に
つ
い
て
は
、
カ
ツ
ラ
マ
ル

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
、
先
月
紹
介
し
た

よ
う
に
、
徹
底
し
て
防
除
し
て
下
さ

い
。
ま
た
、
ク
ス
サ
ン
、
オ
オ
ア
ブ

ラ
ム
シ
等
に
つ
い
て
は
、
園
地
で
発

見
し
だ
い
採
卵
・
捕
殺
す
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
縮
間
伐
が
、
ま
だ
の
圏
は

な
る
べ
く
早
め
に
行
っ
て
下
さ
い
。

ユ
ズユ
ズ
は
、
カ
ン
キ
ツ
類
の
中
で
は

最
も
耐
寒
性
が
強
い
も
の
で
は
あ
り

ま
す
が
、
落
葉
防
止
、
樹
勢
の
維
持

等
か
ら
、
防
寒
対
策
を
考
え
ま
し
ょ

゜
二つ1

月
6
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
7
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
8
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
13
日
（
火
）
小
薮
・
岩
谷
方
面

1
月
14
日
（
水
）
中
津

・
予
子
林

1
月
16
日
（
金
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
20
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
21
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
22
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
27
日
（
火
）
小
薮
・
岩
谷
方
面

1
月
28
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林

1
月
29
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
醤
油
配
達
予
定
日

栄

6
（火）

12
（月）

22
（木）

小

薮

．

汗

生

7
（水）

20
（火）

予
子
林
・
大
駄
場

8
（木）

24
（土）

正
山
・
中
居
谷

10
（土）

26
（月）

月
野
尾
・
岩
谷

16
（金）

30
（金）

中

津

・

小

倉

19
（月）

大

谷
・
肱

1
月
L
Pガ
ス
配
達
予
定
日

1
月
9
日
（
金
）
小
薮
・
岩
谷
方
面

1
月
16
日
（
金
）
宇
和
川
方
面
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喜
多
郡
教
育
委
員
会
連
合
会
の
社
会

教
育
部
会
で
は
こ
の
程
、
喜
多
郡
内

一

斉
に

”生
涯
教
育
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー

ト
＂
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
対
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
代
か

ら
六
十
代
ま
で
、
各
年
代
男
女
二
十
名

づ
つ
で
、
各
町
村
二
0
0名
で
し
た
。

”
生
涯
学
習
の
大
切
さ

“
が
強
く
い
わ

れ
て
い
る
今
、
調
査
内
容
も

0
社
会
教
育
に
つ
い
て
の
関
心
度

0
町
村
の
文
化
財
、
伝
統
行
事
の
認
識

0
青
少
年
健
全
育
成
に
関
す
る
意
識

0
社
会
教
育
活
動
へ
の
参
加
状
況

0
余
暇
利
用
の
実
態

0
生
涯
教
育
に
関
す
る
町
村
の
対
応
、

0
社
会
教
育
推
進
に
関
す
る
希
望
等

の
七
点
と
し
ま
し
た
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
生
涯
に

わ
た
る
生
き
が
い
や
学
習
は
、
ま
す
ま

す
重
要
性
を
持
っ
て
き
ま
す
。

社
会
教
育
は
参
加
な
く
て
は
効
果
が

上
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
た
く
さ
ん
の
方

々
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
調
査
に
関
す
る
集
計
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
肱

川
町
で
は
、
二

0
0名
の
方
に
お
願
い

し
て
―
ニ
―
名
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

率
六
0
•
五
％
で
し
た
。

50代

20代

17.4% 

30代

19.8% 

40代

25.6% 

60代

28.9% 

問
2

あ
な
た
の
年
齢
は
？

男 47.1% 女52.9%

問
1

あ
な
た
の
性
別
は
？

裏
生

I 
ア涯
郡ン教
社ケ育
会 l~: 
閂ニト岡
部調す
会介シる
I 

8.3% 

単身6.6% 無回答5.8%

夫婦

のみ

19% 
供

5
%

子

16

婦

と

夫
三世代同居 1その

他

14.9 
％ 

37.2% 

問

5

あ
な
た
の
家
族
構
成
は
？

•
関
心
が
お
お
い
に
あ
る
が
四
十
三
％

も
あ
る
と
出
て
い
る
。
郡
と
比
較
し
て

も
高
い
比
率
で
あ
る
。

•
二
十
代
で
は
、
そ
の
比
率
が
下
が
っ

て
お
り
、
高
い
年
代
ほ
ど
関
心
が
高
い

と
出
て
い
る
。
若
い
世
代
の
参
加
を
期

待
し
た
い
。

郡内0.8%

町内 62.8% 
無回答

33.1% 

おおいにある 16.5%

:：:0 少しある
おおいにある 9.4%

肱；：［］

なし、

66.1% 

無回答

無回答

少しある 81% 

郡外3.3%

なし、

町）
 
肱

瞑

濃

□瞑． 4 

15

ロ

問

4

あ
な
た
の
勤
務
地
は
？

商工業9.1%

農林業

42.1% 

無回答

公務員9.1%2.5%

問

3

あ
な
た
の
職
業
は
？

なし、 8.2% 

おおいに
喜多郡I ある
32.7% 

少しある 56.3%

無回答

無回答

2.8% 
7.4% 

おおいにある

43% 
少しある 46.3%

なしヽ 3.3

郡全体

肱川町

知らない 9.1%

知っている 80.2% 

問
6

あ
な
た
は
、
町
内
で
行
わ
れ
て

い
る
社
会
教
育
に
関
心
が
あ
り
ま

す
か
。

無回答
問

わからない13.7%_1.2ツ
7 

す行人

知らない 9.5%
か事にあ
°が誇な

知っている 75.6% あれは
るるの

無回答3.3％ こ文町
と化や
を財地
知や域
つ伝に
て統は
い的‘
まな他

大
谷
文
楽
や
鎮
縄
神
楽
等
の
文

化
財
が
う
か
ぶ
の
か
、
肱
川
町
は

知
っ
て
い
る
率
も
高
い
。

問
8

現
在
、
青
少
年
の
健
全
育
成
が

大
き
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま

す
が
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

ア
青
少
年
健
全
育
成
は
、
町
の
次

代
を
に
な
う
大
切
な
こ
と
だ
か

ら
、
町
民
す
べ
て
が
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
青
少
年
の
こ
と
は
、

P
T
A
活

動
の
内
で
取
り
組
み
、
学
校
と

P
T
A
が
主
体
的
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。

ウ
公
民
館
事
業
の
内
で
、
重
点
課

題
と
し
て
取
り
上
げ
、
愛
護
班

子
供
会
等
の
活
動
を
と
お
し
て

育
成
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。

工
家
庭
（
父
母
の
あ
り
方
）
等
に
問

題
が
あ
る
の
で
、
家
庭
教
育
の

充
実
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。

わからない 7.4%



(1 3）＇⑪廷遥り §‘

゜参加したことがない 15.8%

喜多郡I
よく参

加する
ときどぎ参加する

60.7% 

20.2% 

よく参加する25.6%

肱川町口／口い・ぎ参加する
61.2% 

町）
 
肱

~
 

あ
な
た
は
、
社
会
教
育
活
動
に

参
加
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

％
 
ー〗

〗口
~

答

答

回

が

回無

Ce

無

たしnH
 
ヵ参

ア 33.8%

三
十
代
に
積
極
的
参
加
が
多
い

の
は
た
の
も
し
い
。

も
う
少
し
、
学
級
講
座
へ
の
参

加
を
期
待
し
た
い
。

ア

イ

工

％

瞑

□
1

6

%

 

1
0
ゥ

5

ウ

3

42.9% 

よく参加する24.1% 無回答3.5%

喜多郡 とぎどき参加する

60代 59.6%

参加したことがない 12.8% 

よく参加する 18.8% 

肱川町

60代

ァ． イと答えた人の内容（複数回答）

力10.7%無回答

オ3.5%o_.2% 

30.7％□ 
力10.8％ク1.7%

ヽ

オ
子
供
の
遊
び
場
等
、
教
育
の
条

件
整
備
を
は
か
る
べ
き
だ
。

カ
昔
の
隣
組
単
位
で
、
他
人
の
子

も
叱
れ
る
よ
う
な
人
間
関
係
を

つ
く
る
べ
き
だ
。

キ
わ
が
町
で
は
、
青
少
年
健
全
育

成
に
つ
い
て
問
題
に
し
な
く

て

も
よ
い
と
思
う
。

ク
そ
の
他
（

％
 

%
5
 

0

0

 

.~

1

ク

匹

一
キ

{
 

よく参加
r 

喜多郡

30代

る20.5% 無回答0.8%

とぎどぎ参加する 70.9%

参加したことがない 7.8%

とぎどぎ参加する 78.1% 

参加したことがない

肱川町

肱川町1ょ1参加する
30代 45.8

ときどぎ参加する

54.2 

3.1% 

1学級2研修会3グルー 継育レクリ 5講演6
計

・講座講習会 プ活動 ェーツョ‘/会などその他

20代 7 人 10 人 ぷ 8 人 13 人
人゚

43 人

30代 11 15 4 20 16 

゜
66 

40代 15 13 10 21 19 1 79 

50代 1 5 1 4 2 

゜
13 

60代 12 20 11 ， 20 1 73 
計 46 63 31 62 70 2 274 

でぎる18.1%

喜多郡

でぎない14%

やり方 しだいでは

でぎる 53% 

肱 JI I 町

肱川町 でぎる

25.5% 

わからない14.9%

でぎない5.1%
rh 

やり方 しだいでは

でぎる 50.8%

Iiiii!!iー問11生涯にわたっての学習が大
切ですが、あなたが希望して

いる学習や活動は、あなたの

町の公民館や社会教育施設で

十分対応できると思いますか。

ア イ ウ 工 才 力 キ ク ヶ コ
読 プフ ド旅 趣 ス グ活休ご 家サ 各研 そ

ラ 味 ポ Iレ I 
計レジ ろ 修 の

イ 活 l l ピ

書 ビオ プ行 動 ツ プ動 息寝族ス 種会 他

3 人8 人 人 人 人 ； ； 人1 人2 4人1 20代 5 8 6 2 

30代 7 8 1 11 7 1 3 ， 
゜゚
47 

40代 8 10 3 ， 5 3 3 5 1 3 50 
50代 4 1 3 2 

゜゚
2 2 

゜
3 17 

竺 11 16 2 16 1 4 2 4 3 3 62 
計 33 43 14 46 19 10 13 23 5 11 217 

問
10

あ
な
た
は
、
余
暇
の
活
用
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

余
暇
利
用
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
活
動
す

る
面
と
受
動
的
な
面
が

見
ら
れ
る
。

趣
味
や
テ
レ
ビ
、
読

書
等
が
比
較
的
多
い
。

肱川町
ゥ 6.5% 

15／晶．0%
％ 

オ8.8%キ6%ケ2.3%

％
 

、1• 
コ
4

わからない18.6% カ 4.7%ク10.7%

問
12
今
後
社
会
教
育
に
期
待
す
る
も

の
は
…
。

二

0
代

・
学
習
内
容
と
活
動
を
充
実
さ
せ
る
。

・
活
動
の
参
加
者
を
も
っ
と
ふ
や
す
。

•
各
団
体
や
材
関
の
連
携
を
と
る
。

三
0
代

・
将
来
へ
の
人
材
を
養
成
す
る
。

・
社
会
教
育
担
当
者
の
自
覚
を
…
。

•
世
代
を
超
え
た
交
流活
動
を
…
。

・
文
化
的
事
業
な
ど
ユ

ニ
ー

ク
な
発
想

で
考
え
る
こ
と
。

・
同
和
教
育
の
充
実
を
図
る
。

四
0
代

•

世
代
を
超
え
た
交
流
活
動
を
…
。

・
地
域
に
入
り
こ
ん
で
、
住
民
に
と
け

こ
む
活
動
を
…
。

・
学
習
内
容
や
方
法
の
検
討
。

•
青
少
年
の
健
全
育
成
と
高
齢
化
対
策
。

五
0
代

・
壮
年
層
の
堀
り
起
こ
し
活
動
を
…
。

六
0
代

•
青
少
年
健
全
育
成
と
高
齢化
対
策
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
全
町
教
育
の
推
進

・
幼
児
・
家
庭
教
育
の
充
実

・
文
化
財
や
伝
統
行
事
の
保
存
伝
承
を

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
終
了
し
て
、
生

涯
学
習
や
社
会
教
育
に
対
す
る
い
ろ
い

ろ
な
考
え
方
、
ご
意
見
が
出
て
き
ま
し

こ
。
t
 今後
さ
ら
に
、

研
究
し
、
み
な
さ
ん

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
学
習
内

容
や
形
態
を
考
え
出
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ぼは全ば 上者指のビにでに年二こ介いの
る毎然い老三教導方ス入介か寄‘と護障お
そ日なの人つ育・法施所護かり短ガ｀が害
うあ

、 年：露翌怨況：怨羨宴楚凌珍：．怠怨：念•戸
い五ホのな日に設でがるを期困いが寄

でり人十 l役ど常よ＾き困な介保難りまり
露心傘暉翠翠暉露絡認』老人大学

す‘は名ム割の動りリる難ど護養な‘あで
°休三でのをサ作‘フ-と特し施場自り身
日名 ‘入果 1 訓 入ト・な別て設合宅‘体ムタた月にお 荘に二る い教と人の
にでこ所しビ練浴バ三つないヘ-でい又＾肴。にあ隣こをな名た老ての→福テ今
はしの者てス・・ス‘た理るね 介つは六羹一開りりの選つのめ人←か日祉 1 回
三た内はいを家食にデと由家た 護も精十 ‘所‘の神びて方肱福でか常をマ＾
十゜身定ます族事よイきで族き をだ神五護大さ昨五南まいが川祉しわ生考は十
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の者がつ 以護活所 1 的宅気お るのし上 l 喜し四町‘°南話らえ つ宗-老-

施
設
は
充
実
し
て
お
り
、
例
え
ば
廊

下
は
床
暖
房
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
家
族
と
と
も
に
余
生
を
送

る
こ
と
が
一
番
幸
せ
な
こ
と
で
あ
り
、

遠
く
に
い
る
子
供
や
親
類
よ
り
も
、
ま

ず
老
後
に
世
話
に
な
る
家
族
を
思
い
や

り
隣
近
所
と
の
心
の
交
流
を
行
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

午
後
は
、
予
子
林
に
あ
る
長
命
寺
の

清
水
昭
信
住
職
か
ら
、
日
常
生
活
と
宗

教
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。

宗
教
は
、
人
間
が
生
き
ぬ
い
て
ゆ
く

た
と

た
め
の
心
の
支
え
で
あ
り
、
船
に
例
え

か
し

れ
ば
大
事
な
舵
の
役
割
を
果
し
て
い
る

と
い
え
る
。
日
頃
の
生
活
の
中
で
手
を

合
わ
す
こ
と
は
、
心
を
無
に
す
る
こ
と

で
あ
り
、
心
を
無
に
す
る
こ
と
が
で
きゎ

れ
ば
自
然
に
生
き
ぬ
い
て
ゆ
く
力
が
湧

さ
と

い
て
く
る
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。
（
以
下

割
愛
）こ

こ
で
、
旦
吊
生
活
と
宗
教
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
家
庭
教
育
の
面
か
ら
一

つ
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

神南荘について・・・

心の支えです

毒
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
に

専
門
に
研
究
し
て
い
る
学
者
が
、
評
判

の
良
い
生
徒
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
、
親

に
家
庭
教
育
の
秘
訣
は
と
教
え
を
こ
う

た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
親
は
格
別
な
こ
と
は
何
も

し
て
い
な
い
と
答
え
る
の
で
学
者
は
ま

す
ま
す
興
味
を
持
ち
と
う
と
う
そ
の
子

の
家
に
入
り
生
活
を
共
に
し
た
そ
う
で

す
。数
十
日
た
っ
て
も
秘
訣
ら
し
い
こ
と

は
同
も
な
い
の
で
あ
き
ら
め
か
け
て
い

た
が
、
も
う

一
度
生
活
状
況
を
見
直
し

て
み
る
と
、
こ
の
家
庭
で
は
毎
日
必
ず

お
年
寄
り
を
先
頭
に
親
・
子
・
孫
の
順

で
仏
壇
の
前
に
座
り
手
を
合
わ
せ
る
生

活
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
、
こ
れ
だ
な
と
感
じ
た
学
者
は
い

つ
頃
か
ら
か
と
尋
ね
る
と
親
は
、
こ
れ

は
我
家
の
家
風
で
自
分
も
こ
の
よ
う
に

し
て
育
っ
た
と
涼
し
げ
に
答
え
た
そ
う

で
す
。

こ
の
こ
と
を
読
者
の
皆
さ
ん
は
ど
う

お
感
じ
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

(
U
)
 

肱
川
町
バ

肱
川
町
も
次
々
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

結
成
さ
れ
、
社
会
体
育
の
推
進
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
程
肱
川
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
、
一
般
男
子
・
婦
人
・
青
年

の
男
子
・
女
子
と
四
つ
の
部
に
分
れ
て

い
た
も
の
が
、
一
本
化
し
た
も
の
で
す
。

毎
週
金
曜
日
の
午
後
七
時
―
―

-
0
分
か

ら
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
一
回

中
央
分
館

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

中
央
分
館
主
催
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大

会
が
、
十
一
月
十
七
日
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
、
参
加
者
は
十
七
組
、
三
十
四

名
で
、
予
子
林
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ク
ラ

プ
も
参
加
し
、
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
高
田
栄
治
さ
ん

和
気
ゆ
り
ゑ
さ
ん

二
位
源
田
政
幸
さ
ん

白
岩
ト
ヨ
子
さ
ん

三

位

山

下

渉

さ

ん

金

野

幸

さ

ん

肱
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
は
、
組

織
替
え
を
行
い
、
熱
心
な
活
動
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
二
組
あ
っ
た
組
織
を

一
本
化
し
毎
週
、
月
・
木
の
二
回
午
後

七
時
―
―

-
0
分
か
ら
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ

ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
っ
と
大
勢
の
み
な
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
さ
ら
に
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
を
充
実
さ
せ
た
い
と

話
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
、

会
長
の
金
野
さ
ん
、
役
場
の
源
田
さ
ん

に
連
絡
さ
れ
る
か
、
直
接
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
い
で
下
さ
い
。

新
し
い
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

会

長

金

野

翌

（

下

鹿

野

川

）

事

務

局

源

田

政

幸

（

大

谷

）

年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
愛
好
す
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
け
っ

こ
う
で
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長
伊
藤
吉
廣
（
予
子
林
•
町
）

一
般
男
子
部
長
熊
野
洋
（
山
槌
）

婦
人
部
長
山
田
由
美
子
（
上
鹿
野
川
）

青
年
男
子
水
池
敏
也
（
広
常
）

青
年
女
子
拷
本
三
和
（
下
鹿
野
川
）

事

務

局

森

吉

満

（

汗

生

）

0第7回

0第6回

駅伝大会

健康マラソン

•昭和62年 1 月 18 日

・午前10時公民館前を

スタート

ーみんなで参加しましょう一
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“
楽
し
く
の
び
の
び
と
発
表
し
よ
う
”

と
い
う
事
で
＼
第
十
七
回
町
内
小
中
学

校
音
楽
発
浜
会
が
十
一
月
十
九
日
、
中

野
小
学
校
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
五
つ
の
小
学
校
ど
肱
川
中
学
校

か
ら
の
参
加
で
、
楽
し
い
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
内
、
中
野
小
学
校
の
岩
仲
美
佳

さ
ん
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

十
一
月
十
九
日
、
肱
川
町
内
小
中
学

校
音
楽
発
表
会
が
中
野
小
学
校
で
行
わ

れ
た
。私
は
、
全
校
生
の
前
で
ピ
ア
ノ
を
ひ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、

外
の
学
校
の
生
徒
や
父
兄
の
前
で
み
ん

な
に
合
わ
せ
て
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
み
ん
な
に
め
い
わ
く
が
か

か
る
。
私
は
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
順
番

を
ま
っ
た
。
な
ん
と
、
中
野
小
学
校
は

二
番
目
だ
。

最
初
に
、
岩
谷
小
の
合
唱
だ
っ
た
。

私
に
は
岩
谷
小
の
合
唱
は
次
の
伴
奏
の

こ
と
が
気
に
な
っ
て
耳
に
入
ら
な
か

っ

こ。f
 と
う
と
う
中
野
小
の
番
が
き
た
。
私

は、
・

「
ま
っ
白
い
心
」
と
い
う
曲
を
ひ

く
。
ピ
ア
ノ
の
所
に
楽
ふ
を
置
き
、
先

生
を
見
つ
め
た
。
私
は
、
一
か
所
だ
け

な
か
な
か
ひ
け
な
い
所
が
あ
る
。
た
っ

た
四
小
節
な
の
に
ど
う
し
て
も
ま
ち
が

う
の
だ
。
そ
こ
の
所
だ
け
を
テ
ー
プ
に

合
わ
せ
れ
て
、
何
回
も
何
回
も
練
習
し

て
き
た
。

い
よ
い
よ
本
番
だ
。
私
は
、
先
生
の

指
揮
を
見
て
ひ
き
は
じ
め
た
。
な
ん
と

か
う
ま
く
い
っ
た
。
そ
し
て
、
歌
に
合

わ
せ
て
ひ
い
た
。
こ
こ
も
う
ま
く
で
き

た
。
さ
あ
、
難
し
い
所
だ
。
私
は
が
ん

ば
っ
て
ひ
い
た
。
一
回
目
、
な
ん
と
か

で
き
た
。
二
回
目
、
不
安
な
気
持
ち
が

少
し
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
つ
い
に
二

回
目
も
ひ
け
た
。
最
後
の
ま
と
め
の
部

分
も
う
ま
く
ひ
く
こ
と
が
で
き
た
。

や
る
前
は
、
ふ
る
え
た
り
き
ん
ち
ょ

う
し
た
り
し
て
不
安
だ
っ
た
が
、
ひ
き

終
わ
る
と
何
か
味
気
な
い
よ
う
な
感
じ

が
し
た
。
も
の
足
り
な
い
よ
う
な
気
持

ち
だ
っ
た
。

自
分
た
ち
の
場
所
に
帰
る
と
急
に
体

が
ぐ
っ
た
り
と
な
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

ー
中
野
小
六
年

岩
仲
美
佳
ー

8

す
ば
ら
し
か
っ
た
音
楽
発
表
会

“
思
い
っ
き
り

青
春
”
を
テ
ー
マ

に
、
十
一
月
二
十

六
日
、
肱
川
中
学

校
の
文
化
祭
が
開

か
れ
ま
し
た
。

・
自
分
達
の
手
で

企
画
・
運
営
し
・

創
造
的
な
文
化
祭

に
し
よ
う
。

・
全
員
が
参
加
協

力
し
、
連
帯
感
を

深
め
よ
う
。

と
い
う
ね
ら
い
で

す。

絵
を
合
わ
せ
て
、
大
き
な
一
枚
の
絵

を
つ
く
る
合
作
コ
ン
ク
ー
ル
・
各
ク
ラ

ス
か
ら
特
技
発
表
・
ガ
ラ
ク
タ
市
や
ク

ラ
ブ
展
示
・
バ
ザ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
し

こ。t
 又、
各
学
級
の
展
示
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
・
迷
路
・
青
春
を
考
え
る
こ
と

思いっきり青春．／

L 肱中文化祭ー一／
で
も
、
な
ん
と
な
く
ほ
っ
と
し
た
。

み
ん
な
も
一
生
け
ん
命
歌
い
終
わ
っ

て
ほ
っ
と
し
た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た
。

ど
の
学
校
も
よ
く
練
習
が
で
き
て
い

て
と
て
も
き
れ
い
な
歌
声
だ
っ
た
。

合
奏
は
、
中
野
小
は
、

「
双
頭
の
鷲

の
旗
の
下
に
」
だ
っ
た
。
私
は
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
を
ひ
い
た
。
み
ん
な
、
堀
川

先
生
の
指
揮
通
り
に
力
い
っ
ば
い
演
奏

で
き
た
。

外
の
学
校
も
す
ば
ら
し
い
演
奏
だ
っ

こ。f
 そ
れ
に
、
中
学
校
の
演
奏
も
紙
し
ば

い
も
楽
し
か
っ
た
。

来
年
は
、
中
学
生
に
な
る
の
で
プ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
に
入
っ
て
、
今
年
の
よ
う

に
す
ば
ら
し
い
音
楽
発
表
会
に
な
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

そ
し
て
、
た
く
ん
の
父
兄
の
方
々
に

ぜ
ひ
聞
い
て
ほ
し
い
。

な
ど
、
又
、
肱
川
の
未
来
を
考
え
る
と

い
う
事
で
教
室
い
っ
ば
い
の
肱
川
の
未

来
の
模
型
の
製
作
な
ど
、
ろ
い
ろ
な
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

“
青
春
”
の
入
口
で
あ
る
中
学
時
代

に
、
思
い
っ
き
り
活
動
し
て
、
友
達
を

た
く
さ
ん
つ
く
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
を
つ
く
っ
た
り
、
元
気
一
杯
の

毎
日
を
期
待
し
り
い
と
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
明
る
ー

い
中
学
時
代
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

謄l房l置肱中ブラスバンド部
一八教管内音楽発表会一

カー杯の演奏

十
一
月
二
十
七
日
、
八

幡
浜
市
民
会
館
で
、
第
一

八
回
管
内
音
楽
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
十
八
回
目
を
迎

え
た
こ
の
発
表
会
は
、
八

幡
浜
教
育
事
務
所
管
内
の

小
学
校
と
中
学
校
か
ら
、

器
楽
合
奏
・
合
唱
・
吹
奏

楽
の
部
に
参
加
が
あ
り
、

日
頃
の
成
果
を
発
表
し
あ

う
も
の
で
す
。

肱
川
町
か
ら
も
、
肱
川

中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が

参
加
し

”
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ア
序
曲
”
で

の
エ
ン
ト
リ
ー
で
、
優
秀
賞
を
受
け
ま

し
た
。

生
徒
連
も
、
カ
一
杯
の
演
奏
を
行
な

い
素
晴
ら
し
ぃ
体
験
を
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
も
、
一
人
の
力
で
は

く
、
全
体
の
協
力
と
調
和
の
中
か
ら
よ

い
音
楽
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
の

中
学
生
生
活
の
中
で
、
生
か
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
／
．
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1月の日曜・祝日当直医
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日 当直医 電 話

1日（日） 高（五揺十碕医町）院 44-2010 

2日（月） 曽（内根医院 4-2801 子町）

3日（日） 芳（我外科医）院 4-2560 内子町

4日（日） 宝内来医院 44-2248 （ 子町）

11日（日） ,Jヽ 川医院 44-2815 （内子町）

15日（木） 古（川医）院 44-2407 内子町

18日（日） 町田医）院 43-0211 （内子町

25日（日） 成（内田子町大医瀬）院 47-0061 

祝日躍日日 喜（多大医師洲会市病）院 25-0535 

※変更になる場合がありますので前もっ

て連絡してからお出かけ下さい

救急病院

曜 日 病院名 電 話

月・火 大（洲大市洲立市病）院 24-2151 

水 加大戸病市 院 24-5101 
（洲）

木～日 大（洲大中洲央市病）院 24-4551 

午
前
10時
1

午
後
2
時

1
月

27
日
凶
一
汗
生
集
会
所

一

1
月

20
日
的

日

程

場

所

時

間

⑥
へ
き
地
栄
蓑
学
級

1月5日向

ル 責
I h ] 日月

29 28 23 22 20 
口 a 日 日 日

程(K) （水） 倹 （木） 伏）

正 大 岩

館稔i 
共 場

山 谷 谷 栄

公 公 公 集
民 民 民 ， ＝ 

所角官 食官 館 戸斤

後時午2 前時午11 0 

時

間

且

炎

日

木

1-＝ロ

池

田

真

市

萬

願

寺

睦

江

福福

島田

春

夫保

⑥
乳
児
健
診

⑥
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

⑥

l
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

1
月
1
6
日
⑥
（
出
す
の

は

1
月

15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
薮

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除

く
）
・
大
谷
・
鹿
野
川

面

■ご
璽
函
閾

⑥
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

前

9
時

1
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

担

当

相

談

員

午
後

1
時
1

午
後

2
時

1
月

8
日
困

一肱
川
町
公
民
館
＿

日

程

一

場

所

一
時

間

1
月
幻
日
困
一
肱
川
町
公
民
館
一
午
後
ー
時

30

分
＼

2
時

日

程

場

所

時

間

日。
C
I四

⑥
三
種
混
合
予
防
接
種

平
常
通
り
行
い
ま

⑥
行
政
相
談

)
 
r._ 
ー
~

ー
、

1
月
7

<

n

午
前

9
時

1
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

▽
相
談
為
ク

福

田

保

委

員

r
見

ご
用
納
め

ご
用
始
め

▽
窓
口
事
務
（
戸
籍
関
係
）

12
月
2
7
日
①

す。12
月

28
日

1
1
月

4
日
は
休
み
ま

す
。1
月

5
日
向
平
常
通
り
行
い
ま

す。※
印
鑑
証
明
・
戸
籍
の
謄
抄
本

や
住
民
票
は
休
み
期
間
中
は
発

行
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方

は
お
早
め
に
お
と
り
下
さ
い
。

※
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
•
そ
の

他
の
届
出
は
、
宿
日
直
者
が
受

け
つ
け
し
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
で
内
容
を
連
絡
し
て
か

ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

I I 12 12 
月月 月月
5 4 ~ 28 27 
日日 日日
（月）（日） （B）(±) 

‘ ’  

J

の
間
は

休
み
で
す

年
末
・
年
始
の
役
場
の
仕
事
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

⑥
年
末
年
始
の

役
場
事
務
案
内

▽
日
時

蔦
郵
便
局
窓
口
の
年
末
年
始
の
取
扱

い
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
郵
便
窓
口

-

9
時

1
1
7時
ま
で

12
月
2
9
日

12
月

30
日

12
月

31日

9
時

1
1
7時
ま
で

簡
易
局
は
取
扱
い
ま
せ
ん

1
月

1
日

1
3
日9
時
1
1
2
時
30
分

予
子
林
局
・
簡
易
局
は
取
扱

い
ま
せ
ん

1
月

4
日
全
局
取
扱
い
ま
せ
ん

▽
貯
金
・
保
険
窓
口

-

9
時
1
1
6
時
ま

で

12
月
2
9
日

12
月

30
日

12
月
3
1
日

9
時
1
1
6
時
ま
で

簡
易
局
取
扱
い
ま
せ
ん

1
月

1
日

1
4
日

．

全
局
取
扱
い
ま
せ
ん

な
お
、

1
月

2
日
は
、
和
気
商
店

前
・
八
恵
商
店
前
・
今
岡
商
店
前
・

肱
川
郵
便
局
前
以
外
の
ポ
ス
ト
は
取

集
い
た
し
ま
せ
ん
。
郵
便
物
の
配
達

に
つ
い
て
も
、
勝
手
な
が
ら

1
月

2

日
は
、
速
達
郵
便
物
以
外
休
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

郷

久

保
上
鹿
野
川

藤
之
原

*

＊

*

＊

*

＊

 

＊

ご

め

い

ふ

く

を

＊

＊
 

お
祈
り
い
た
し
ま
す

＊
 
＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

＊

 

大

和

中

野
白

石 柳

無事故でつなごうゆく年くる年

～お年寄リに愛のひと声愛の手を～

年末年始の交通安全県民運動

昭和61年12月21日～昭和62年1月10日

東

真

一

さ

ん

長

男

慶

一

郎

ち

ゃ

ん

上
田
恒
雄
さ
ん

二

男

侑

弘

ち

ゃ

ん

二
宮
琢
也
さ
ん

有
加
ち
ゃ
ん

片
山
一
郎
さ
ん

長

女

美

里

ち

っ

ん

美
海
さ
ん

(91
オ）

暉
子
さ
ん

(85オ）

文
衛
さ
ん

(83
オ）

松
田
鐵
右
衛
門
直
行
さ
ん

(65
オ）

稲
田
大
山
藤
見

＊

＊

丸

＊

＊

＊

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
 
＊
 
*

＊

＊

＊

＊

＊

 


